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試験問題の教材活用についてこれまでのWGでいただいた主なご意見

⚫ FE試験やIP試験の問題は、個別の分野や問題を切り出すような形で教育機関等においてこれまでも活用されてきた。これらの問題

のマイクロコンテンツ化できる可能性はある。

⚫ 作問の立場から見て、民間の教材には解説が間違っているものも見受けられる。

⚫ 午後の事例問題は、試験委員が苦労しながら、現在企業で用いられている技術などを問題に取り入れており、貴重な現場の事例と

して活用できる可能性がある。

⚫ 試験問題の活用について、企業内の環境やリレーション等を前提とするケース問題は、そのままでは教育現場では使えない可能性が

あり、カスタマイズが必要。また、既存の問題をカスタマイズするよりは、一から問題を作成した方が早い場合もある。

→ 過去問題をそのまま活用する場合は、試験実施時の正答率等のデータを活用することが可能。（IPA）

過去問題の活用・転用に関するご意見

⚫ 事例の解答・解説ではなく、試験の実施側としてはこのような見方をしてほしいということを示すような教材があるとよい。

⚫ 午後問題のケース教材化は、面白い。ただし内容は、午後問題の解説ではなく、試験シラバスやデジタルスキル標準について、実社
会でどのように技術が使われているのか、という観点から、具体的に説明するものがよい。

⚫ 試験シラバスやデジタルスキル標準をベースに、このあたりを勉強してほしいということをIPAとして示すことも必要ではないか。

⚫ 午後問題のケース教材化には非常に意義があるが、解法テクニックを教えるのではなく、今後求められるデジタル人材とはどのような
人材なのかが伝わるような内容とすることが重要。

教材の在り方に関するご意見
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試験問題の教材活用イメージ

過去問題のマイクロコンテンツ化

新規作成

度合い

試験区分

過去問題に関する解説

試験シラバスやデジタルスキル標準に基づく新たな解説教材

モデル事例学習教材

（一般向け） （高度試験）

現在、試験区分単位、実施回単位で
公開されている過去問題を、問題単
位に分割し、例えば分野・テーマ・午
前/午後区分などで検索可能な仕組
みを実現する。

過去問題について、IPAの公式見解
としての解説を作成する。例えば問
題の作成意図、習得して欲しいポイ
ントやねらいなども、ある程度詳細
に記載することが可能。

過去問題で何度も出題されているよ
うな重要なテーマを学習するための
モデル事例教材を作成する。事例に
対する理解を深めるための演習とし
て過去問題を利用することも可能。

試験シラバスやデジタルスキル標準
の理解を深めることを目的とする新
たな解説教材を作成する。関連する
過去問題があれば、演習問題などと
して利用することなども可能。
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